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ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡 (JWST)の観測により、非常に高い窒素酸素比 ([N/O] > 0.2)を示す銀河が
複数見つかり、その起源が議論されている。N/Oが高い銀河ではN/OやC/OがCNOサイクルの平衡値に近い
ことが報告されており（Isobe et al. 2023）、その供給源としてWolf-Rayet(WR)星や超大質量星の恒星風、潮汐
破壊現象 (TDE)の 3つが有力な候補とされている。
本研究では、3つのシナリオが予測する元素組成比に基づき化学進化モデルを構築し、観測データと定量的に比

較した。どのシナリオもCNOサイクルを窒素の供給源と仮定しているため、従来注目されてきたN/OやC/Oで
は区別が難しい。そこで、JWST/NIRSpecで検出可能なNe、S、Ar、Feの輝線に着目し、これらの組成比から窒
素の起源を特定を試みた。化学進化モデルは、初期質量関数（IMF）としてKroupa IMFまたはTop-heavy IMF
を仮定し、恒星風・TDE・超新星の yieldを用い、恒星からの元素放出量を積算して構築した。その結果、特に
Ne/OおよびAr/OがWRモデルと他のモデルの識別に有効だとわかった。モデルとの比較のため、JWSTの観
測でN/Oが高いと報告されている z > 6の 11天体のうち、JWST/NIRSpec 中 (高)分解能でCEERS、GLASS、
JADES、GO各プログラムにより分光観測された 8天体についてスペクトルを解析し、[Ne iii]輝線などの flux
や上限値を測定し元素組成比を導出した。その結果、NeはArよりも輝線が検出しやすく、観測されたNe/Oは
WRモデルの予想するNe/Oよりも高いため、窒素の起源はWRシナリオでは説明が難しいことがわかった。


